
 

○ 調査対象数：３２４社（秋田県内に本社を有する従業員数１００人以上の企業） 

○ 有効回答数：２４２社 

 

１ 夏季休暇を設定している企業は１３６社（５６％）で、夏季休暇を設定していない企業は 

１０６社（４４％）であった。主な業種の設定状況は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

報道関係者 各位 

 

 

 

 

 

 

夏季休暇 連続休暇の最大は１０連休 
－ 秋田県内に本社を有する企業を対象にアンケート調査を実施 － 

 

 

 今年は、８月１１日が「山の日」として国民の祝日と設定された初めての年となります。 

そこで、秋田労働局（局長 松本 安彦）では、秋田県内に本社を有する従業員数が１００人以

上の企業を対象に、「夏季休暇」に係るアンケート調査を実施し、その概要を取りまとめましたの

で、公表します。 

 アンケート調査の結果（概要）は、次のとおり。 
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２ 夏季休暇のみによる連続休暇の最大は１０連休で、製造業の企業が予定しています。 

また、連続休暇の平均日数は３．４日（昨年と同じ。）です。 

なお、夏季休暇の日数が分からなかった５社については含めていません。 

 

 

３ 次に、夏季休暇に所定休日を併せた連続休暇（所定休日のみの場合も含みます。）の最大も

１０連休で、上記２の企業となりました。また、連続休暇の平均は４．８日となりました。 

 ７連休以上の休暇の状況は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０連休の企業は１社、９連休の企業は６社、８連休の企業は１社、７連休の企業は５社、

６連休の企業は２１社、５連休の企業は３３社、４連休の企業は２４社、３連休以下の企業

は２７社でした。 

ここには、夏季休暇はないものの、所定休日が３連休以上の企業１０社が含まれる一方、

夏季休暇の日数が分からなかった５社、「期間中に○日間、社員が日にちを選択して夏季休暇

を取れる制度」を導入している企業２３社は含めていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夏季休暇の状況については以上のとおりですが、夏は長期休暇が比較的取れやすい時期である

ことを踏まえ、秋田労働局としては、年次有給休暇を活用し、働き方・休み方を変える第一歩と

して、「プラスワン休暇」による連続休暇の取得を呼びかけています。 

 

６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

◎Ｊ・Ｋ企業 ◎ ◎ ○

◎：夏季休暇、○：所定休日、●：年次有給休暇の計画的付与を利用

◎

◎ ◎

１０日Ａ企業

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ◎ ◎ ○●◎ ●Ｅ企業

◎

８月

◎

Ｂ・Ｃ・Ｄ企業 ◎ ◎

○

◎ ◎ ◎ ◎

８日◎ ◎ ◎

Ｍ企業 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

Ｌ企業 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

Ｈ企業 ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎

Ｇ企業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｉ企業 ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ○ ○

○

連続日数

９日

（６社）

７日

（５社）

Ｆ企業 ○ ○ ◎ ◎







 
 

今回は、アンケート調査にご協力いただき、感謝申し上げます。 
 いただいたご回答は、秘密を厳守し、統計以外の目的に用いることはありません。 

 本アンケート調査の記入者について、ご記入ください。 

 ○貴社名・所属・お名前：                                  

 ○連 絡 先 （ Ｔ Ｅ Ｌ ）：                                  
 
問１から問４までは「ゆう活」についてお伺いします。該当するものを○で囲んでください。 
 
問１ 貴社では、今年、「ゆう活」の取組を行いますか。 

行う  ・  行わない 
 
問２ 問１で「行う」と回答した企業にお伺いします。それはどのような取組ですか。 

次の「対象者」と「取組の内容」から該当するものを○で囲んでください。 
 （１）対 象 者  ア 全社員    イ 特定の部門・職種のみ    ウ 希望者のみ 

  エ その他（具体的に                         ） 
 

（２）取組の内容  ア 夏季について、始業・終業時刻を早める 
イ 特定日について、始業・終業時刻を早める 
ウ フレックスタイム制を導入し、夏季又は通年の勤務時間を朝方にシフト 

するように呼びかける 
エ その他（具体的に                         ） 

 
問３ 問１で「行わない」と回答した企業にお伺いします。それはどうしてですか。 

該当するものをすべて○で囲んでください。 
  ア 「ゆう活」の取組の必要性・メリットを感じないから 
  イ 業務の性質上支障がある（顧客・取引先との関係等）から 
  ウ 従業員からの要望がないから 
  エ まだ検討中だから 

オ その他（具体的に                                  ） 
 
問４ 貴社では、昨年、「ゆう活」の取組を行いましたか。 

行った  ・  行わなかった 
 
問５ 問４で「行った」と回答した企業にお伺いします。取り組んだ結果、どのようなメリット・ 

デメリットがありましたか。該当するものをすべて○で囲んでください。 
  ア 取組期間中の残業時間が減少した 
  イ 従業員にメリハリをつけた働き方が浸透した 
  ウ 夕方の時間を有効活用できたと従業員から好評だった 
  エ 勤務時間の管理などが煩雑になった 
  オ 早めた終業時刻に帰れず残業した従業員が多かった 
  カ その他（具体的に                                  ） 
 
 

「ゆう活」及び「夏季休暇」アンケート調査書 

１／２ （次の頁に続きます。） 



２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

１２日 １３日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

１２日 １３日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

 ＜今年＞

○ ○

平成２８年　８月

平成２８年　８月

平成２７年　８月

 ＜昨年＞

◎ ◎
平成２７年　８月

平成２８年　７月記入例

平成２７年　７月記入例

次に、問６・７と「夏季休暇」についてお伺いします。 
 
問６ 貴社が「今年」と「昨年」に社内で定めた夏季休暇の日をそれ以外の所定休日とともに次の表に 

記入してください。 
   所定休日（毎週の所定休日。シフト制などの場合は最も基本的なもの。）は「○」、 

夏季休暇は「◎」としてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問７ 今年と昨年の夏季休暇を比べた場合、連続休暇は増えましたか、減りましたか。 
   該当するものを○で囲んでください（（２）は該当するものをすべて）。 

（１）連続休暇は    ア 増えた    イ 減った    ウ 変わらない 
 

（２）その「理由」は  ア 今年、山の日（祝日）が増えたため 
             イ 景気の影響のため 
             ウ 従業員の要望等を踏まえたため 
             エ 地域のお祭り・イベント等に合わせたため 
             オ 夏季休暇として日数を決めているため 
             カ その他（具体的に                       ） 
 
 アンケート調査は以上となります。ご回答、ありがとうございました。 
 記入もれがないか、再度、確認していただいた上、ＦＡＸ（０１８－８６３－４４９３）に

より、このまま秋田労働局雇用環境・均等室に送信してください。 

「男女ともに働きやすい雇用環境の整備を目指して」 

秋田労働局雇用環境・均等室 
本アンケート調査に係るお問い合わせは、ＴＥＬ：０１８－８００－０７７０ 

ＦＡＸ：０１８－８６３－４４９３ 

２／２ 


